
















































































































































値は 56.73、標準偏差は 19.36であった。 
全被験者群の＜SW得点＞の平均値は 39.98、標準偏差は 15.47であった。また、≪Stress











【睡眠障害】の平均値は 69.00、標準偏差は 23.10 であり、【漠然とした不安】の平均値は
54.76、標準偏差は 26.12であり、【自己同一性】の平均値は 59.33、標準偏差は 24.45であ
り、【社会的信頼感】の平均値は 54.67、標準偏差は 22.09であり、【内的充実感】の平均値
は 58.78、標準偏差は 23.39であった。 
全被験者群の下位尺度について、【身体症状】の平均値は 31.94、標準偏差は 22.91 であ
り、【睡眠障害】の平均値は 55.66、標準偏差は 25.56であり、【漠然とした不安】の平均値
は 40.79、標準偏差は 24.73 であり、【自己同一性】の平均値は 50.29、標準偏差は 23.22
であり、【社会的信頼感】の平均値は 70.38、標準偏差は 21.16であり、【内的充実感】の平
均値は 68.45、標準偏差は 20.56であった。 
総合点
SW得点 Stress Well-being
不登校群 平均値 53.47 58.74 56.73
標準偏差 16.48 19.69 19.36
全被験者 平均値 39.98 44.67 69.42





























各群の代表的な集合とした（図 3）。不登校群については中心が（58.74, 56.73）、半径が 27.61






身体 睡眠 不安 自己 信頼 充実
不登校群 平均値 51.89 69.00 54.76 59.33 54.67 58.78
標準偏差 25.08 23.10 26.12 24.45 22.09 23.39
全被験者 平均値 31.94 55.66 40.79 50.29 70.38 68.45























































































































































































































































































































C小学校では X-1年から BUKKを実施し始め、X年にも継続して BUKKを実施してい
た。そして、2年とも養護教諭が BUKKの担当をしていた。 
 




















 翌年（X年）6月に 2回目となる BUKKが実施された。BUKKの結果を返却する際のコ
ンサルテーションの中で、養護教諭の方から Dさんのことが挙がった。現在の Dさんの様
子は、クラスの中の 1人の子とうまくくっついて、クラスでやれているということだった。
身体 睡眠 不安 自己 信頼 充実 Stress Well-being SW
1回目（X-1年10月） 45 65 95 95 25 15 75 20 77
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